
授業計画

第１回：ガイダンス、課題の提出の仕方、道具の説明、平行線の練習
第２回：用語の整理
第３回：持続可能性と実現のための政策手段
第４回：生態学的足跡と言う考え方
第５回：都市の緑化
第６回：屋上庭園の歴史と種類
第７回：拡大的緑屋根の構成
第８回：生物多様性について考える１）概念のかかえる問題
第９回：生物多様性について考える2）地図化
第10回：生物多様性について考える2）判断の表明
第11回：エコビレッジとコミュニティー
第12回：エデンの園から庭へ
第13回：造園市の中での転換点、アートとのつながり
第14回：仮説を立てるとは何か？　
第15回：映画の中からものづくりの姿勢を学ぶ

出席と毎回時出されるレポートと定期試験の成績を加味して評価します。評価方法

適宜プリントを配布します。テキスト

授業の到達目標 環境に関する様々な情報に触れる。その中から自分自身を基礎にして、それらを受取り、解釈したり吸収したりす
るための力を養う。

授業概要

　造園を成功させるためには、色々なことに興味を持つことが大切です。造園を取り巻く環境は変わってきていま
す。他の分野から造園に関係する概念が色々出されてくることもあります。背景が変われば、その見え方が変わっ
てくるのです。今すぐ役に立つ視点だけでなく、後々判断の基準になるような情報やそれを解釈する能力が必要と
なります。人が集まったときのコンセンサスの作り方なども大切な造園の能力になってきています。本授業ではそうし
たことを取り扱います。
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